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ABSTRAK 
 

Fahmi Adiansyah Abdullah. 2025. Efektivitas Penerapan “Byou De Kanji Anki” 
Terhadap Kemampuan Mengingat Kanji Tingkat Dasar (Penelitian Eksperimen 
Terhadap Siswa Caregiver Di PT. Jellyfish Education Indonesia)”. Skripsi. 
Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni Universitas 
Negeri Jakarta. 
 
Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui efektivitas serta kelebihan dan 
kekurangan dari penerapan Byou de Kanji Anki terhadap kemampuan mengingat 
kanji dasar pada siswa kaigo di PT. Jellyfish Education Indonesia. Hal ini 
dilatarbelakangi oleh permasalahan yang muncul yaitu kesulitan dalam mengingat 
urutan penulisan kanji dan ketidakmampuan dalam menulis kanji. Untuk mengatasi 
permasalahan ini, diterapkan Byou de Kanji Anki yang digagaskan oleh Akira 
Shinomiya yaitu kombinasi dari teknik pembedahan dan asosiasi terhadap 
komponen kanji untuk membuat frasa berirama dengan aplikasi menulis. Teori ini 
didukung dengan teori komponen kanji dan kemampuan mengingat kanji oleh 
(Vorobeva dan Vorobev 2015; Tomoya 2020; Imai et al., 2020; Kano 2001). 
Metode yang digunakan pada penelitian ini adalah Quasi Experimental Design 
dengan desain One Group Pretest-Posttest Design. Populasi pada penelitian ini 
adalah siswa kelas kaigo dengan sampel kelas CINTA yang berjumlah 13 pada 
pembelajaran kanji tingkat dasar JFT-Basic A2. Instrumen pada penelitian ini 
berupa Paper Based Test (pretest-posttest) dan angket. Untuk membuktikan 
hipotesis dilakukan analisis dengan uji t-tes berpasangan. Berdasarkan hasil analisis 
data, diketahui bahwa ttabel pada taraf signifikansi 5% yaitu sebesar 2,17 dengan 
nilai thitung sebesar 12,56. Dengan demikian dapat disimpulkan bahwa (thitung > ttabel) 
yang berarti penerapan Byou de Kanji Anki dinyatakan efektif terhadap kemampuan 
mengingat kanji tingkat dasar. Berdasarkan hasil angket dan uji persentase nilai 
pretest-posttest diketahui Byou de Kanji Anki efektif terhadap peningkatan 
kemampuan mengingat bentuk dan makna kanji, serta kelebihan dan kekurangan 
dari penerapan Byou de Kanji Anki.  
 
Kata Kunci: Byou de Kanji Anki, kemampuan mengingat kanji, kanji tingkat dasar  
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ABSTRACT 
 
Fahmi Adiansyah Abdullah. 2025. The Effectiveness Of Implementing “Byou De 
Kanji Anki” On Basic-Level Kanji Memory Ability (An Experimental Study On 
Caregiver Students At PT. Jellyfish Education Indonesia). Thesis. Japanese 
Language Education Department. Faculty of Language and Arts. Univesitas Negeri 
Jakarta. 

 
This study aims to determine the effectiveness, as well as the advantages and 
disadvantages, of applying Byou de Kanji Anki to the basic kanji memorization skills 
of Kaigo students at PT. Jellyfish Education Indonesia. This is motivated by issues 
such as difficulties in remembering the correct writing order of kanji and the inability 
to write kanji. To address these issues, Byou de Kanji Anki, proposed by Akira 
Shinomiya, was applied. It is a combination of the techniques of decomposition and 
association of kanji components to create rhythmic phrases with a writing 
application. This theory is supported by the theory of kanji components and kanji 
memorization ability by Vorobeva and Vorobev (2015), Tomoya (2020), Imai et al. 
(2020), and Kano (2001). The research method used is a Quasi-Experimental Design 
with a One Group Pretest-Posttest Design. The population of this study consists of 
Kaigo students, with a sample of 13 students from the CINTA class in basic kanji 
learning (JFT-Basic A2). The instruments used in this study include a Paper-Based 
Test (pretest-posttest) and a questionnaire. To test the hypothesis, paired t-test 
analysis was performed. Based on the data analysis, it was found that the table value 
(ttable) at a 5% significance level was 2.17, while the calculated t-value (thitung) 
was 12.56. Therefore, it can be concluded that (thitung > ttabel), meaning the 
application of Byou de Kanji Anki is effective in improving basic kanji memorization 
skills. Based on the results of the questionnaire and pretest-posttest percentage test, 
it is evident that Byou de Kanji Anki is effective in improving the ability to memorize 
kanji forms and meanings, as well as highlighting the advantages and disadvantages 
of applying Byou de Kanji Anki. 
 
Keywords: Byou de Kanji Anki, kanji memorization skills, basic kanji 
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漢字初級の暗記力に対する「秒で漢字暗記」の利用の効果 
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概要 
 

A. 背景 
 日本とインドネシアが締結した日・インドネシア経済連携協定 
(IJEPA)を通じて、インドネシアに様々なメリットが提供された。

その一つは看護師や介護士として日本で働く機会が広がったこと

である(https://ftacenter.kemendag.go.id/ijepa)。派遣される前に、十分

な日本語力を身に付け、資格を取得するための様々な試験を受け

る必要がある。日本語支援機関の一つとして、株式会社 Jellyfish 
Education Indonesia がゼロから A2 の JFT-Basic に相当する日本語コ

ー ス を 設 置 さ れ 、 介 護 職 の キ ャ リ ア を 提 供 さ れ る

（https://jellyfishindonesia.com/bekerjadijepang/）。 
 Sutedi (2009:33)は学習者が日本語を身に付けるためには、4 つの

言語能力を習得する必要があると述べている。そのうちの 1つは日

本語の読み書きの能力である。読み書きの能力にはひらがな、カ

タカナ、漢字の三つを習得する必要がる。筒井（2008:4）は「漢字

は日本語を学ぶ外国人にとって最大の問題である」と述べている。

現在はデジタル機器の普及に伴い、鉛筆やペンで漢字を書く機会

が減少し、手書きでの漢字の書く能力が低下している。さらに、

漢字には部首や多くの読み方などの独特な特徴があるため、特に

インドネシアのような非漢字圏の学習者には問題が生じることが

ある。浜川（2016）はその問題を次のように述べている。 
1. 「漢字を覚えたはずなのに忘れてしまう」 
2. 「漢字を読むことはできても、書くことはできない」 

 次に、漢字の問題は学習者だけでなく、教師にも問題が生じるこ

とがある。下村（2018:232）は「漢字指導の仕方についての工夫や

指導そのものを軽視するきらいがある。割と単純な反復練習になり

がちで、飽きさせない工夫というものがない」と述べている。清水

（2009）は、教師が漢字の教え方において創造的でない場合、学生

は繰り返しの暗記に頼ることになり、教師と学生の両方が暗記が最

も効果的な方法だと信じるようになると強調している。 
 株式会社 Jellyfish Education Indonesia の介護学習者と教師にも、

上記の問題が認識され、筆者が配布したアンケートから以下のデ

ータが得られた。 

mailto:adiansyahfahmi@gmail.com
https://ftacenter.kemendag.go.id/ijepa
https://jellyfishindonesia.com/bekerjadijepang/
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 図１介護学習者が漢字を学ぶ際の困難 
 上記のアンケート結果に基づき、83.8％の介護学習者が漢字の書

き順を覚えることに困難を感じていると分かった。教員に面接を

してから、漢字を教えるための効果的な教え方がまだ見つけてい

ないということが分かった。さらに、カリキュラムが速く、時間

が限られているため、漢字の指導が十分に行われていないという

問題もある。そのため、多くの学生は漢字の意味を理解したり、

読むことはできても、黒板に書く際に順番が正しくなく、書けな

い傾きが多いという問題が生じた。 
 問題を解決するためには、書き順に従って書く練習を通じて、

漢字の覚える能力を向上させるための効率的な漢字暗記法を利用

すべきだと考えれた。2019 年にツイッターに投稿されたことがき

っかけで、370 万回以上視聴され、複雑な漢字を秒で記憶できる

「秒で漢字暗記」が話題になった。「秒で漢字暗記」は、漢字の

各構成要素を分解し、それぞれの読み方を決め、リズムを合わせ

て暗記するという篠宮暁が考案した新しい漢字の覚え方である。

本研究では株式会社 Jellyfish Education Indonesia において介護クラ

スの学生の漢字初級の暗記力に対する「秒で漢字暗記」の効果の

研究を行なった。 
 

B. 問題提供 
1. 株式会社 Jellyfish Education Indonesia において介護クラスの学生

の漢字初級の暗記力に対する「秒で漢字暗記」の効果はどのよ

うになるのだろうか。 
2. 株式会社 Jellyfish Education Indonesia において漢字初級の学習に

おける「秒で漢字暗記」の利用についてどのようなメリットと

デメリットを持つのだろうか。 
 

C. 解決 
 本研究は 2024年 8月 30 日から 9月 12 日まで株式会社 Jellyfish 
Education Indonesia の Gading Serpong 支社に行われた。事前テスト

は 8月 29 日に行われ、事後テストは 9月 12 に行われた。本研究の
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方法は Quasi experimental design メソッドだった。デザインとして

は One Group Pretest and Posttest Design のモデルだった。仮説を証

明するため、Paired sample t-test を用いて分析した。本研究の対象

は介護クラスの学生だった。更に、サンプルは CINTA 介護クラス

の 13 人の学生だった 
 研究器具はテストとアンケートを利用した。テストは二つに分

かれ、事前テストと事後テストだった。アンケートは漢字学習に

おける暗記法の利用の学生からの意見とメリットとデメリットを

見つけることを目的としている。 
1. 事前テストと事後テスト 
事前テストと事後テストの結果の全体的な結果を以下に示す。 

表１事前テストと事後テストの結果 
計算結果 事前テスト 事後テスト 
合計点数 1051,85 588,89 
平均点数 45,30 80,91 
標準偏差 10,21 
ｔ数 12,56 
ｔ表 2,17 

 
5%ｔ表の有意水準における 12 の Db を用いた上記の表に基づ

いて、2,17 であり、t 数は 12,56 である。したがって、ｔ数はｔ表

よりも大きいと言える（12,56 > 2,17）。ということは、Hk は

受けいられ、Ho は拒否される。このデータの分析の研究結果

によると、株式会社 Jellyfish Education IndonesiaにおいてCINTA
介護クラスの学生の漢字初級の暗記力に対する「秒で漢字暗記」

の利用は効果がある。 
さらに、テストの各セグメントにおける暗記力の向上を確認

するため、次の図のように棒グラフで示される。 

 
図２漢字暗記力の向上の割合 
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上記のグラフから、「秒で漢字暗記」を適用した後、漢字の

記憶力の割合が見られることが分かった。「意味」の暗記力で

は絵問題を通じて（28%）の向上があり、文脈問題を通じて

（48%）の向上が見られた。次に、「読み方」の暗記力では最

も小さな増加である（7%）となり、逆に「形」の暗記力では最

も高い増加率である（80%）と分かった。しかし、「書き順」

の暗記力（-2%）の減少が見られた。結論としては「秒で漢字

暗記」による漢字暗記力の向上において、最も効果がある漢字

要素は「形」であるということが分かった。 
 

2. アンケート 
このアンケート調査の結果は次のとおりである。 
1) 92,3%学習者は「「秒で漢字暗記」は「漢字の形」の暗記力

の向上に対する効果がある」と答えた。 
2) 69,3％学習者は「「秒で漢字暗記」を利用された授業の内

容を理解しやすい」と答得た。 
3) 30,8%学習者は「「秒で漢字暗記」は音読みと訓読みの漢字

の読む能力の向上に役立つ」と答えた。 
4) 100%学習者は「「秒で漢字暗記」は漢字構成要素分解を通

し、漢字の書く能力の向上に役立ちる」と答えた。 
5) 69,3%学習者は「「秒で漢字暗記」は複数の漢字「熟語」を

覚えることで新しい語彙の知識を広げる」と答えた。 
6) 84,6%学習者は「「秒で漢字暗記」の漢字分解により、複雑

な漢字が見やすくなり、漢字構成要素の理解が深まる」と

答えた。 
7) 15,4%学習者は「漢字を分解し、漢字構成要素を他の形に連

想するのは難しいと感じる」と答えた。 
8) 15,4%学習者は「分解された漢字構成要素の読み方やリズム

を当てるのは難しいと感じる」と答えた。 
9) 100%学習者は「リズムのフレーズで漢字を覚えると記憶力

が強化され、音声録音でいつでも思い出せる」と答えた。 
10) 84,6%学習者は「書きながらリズムのフレーズを口で唱える

と 1 分以内に漢字の書く能力の向上させる」と答えた。 
11) 100%学習者は「「秒で漢字暗記」を利用し、聴覚で漢字を

覚えられる」と答えた。 
12) 84,6%学習者は「介護分野の漢字学習における「秒で漢字暗

記」の利用を興味を持つ」と答えた。 
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D. 結論 
本研究の結論は次のどおりである。 
1. 仮説検定の結果に基づき、Jellyfish Education Indonesia において

CINTA 介護クラスの学生の漢字初級の暗記力に対する「秒で漢

字暗記」の利用は効果があると言うことが分かっている。アン

ケート調査とテストの各セグメントにおける暗記力の向上の分

析結果により、「秒で漢字暗記」が「漢字の形」の暗記力を高

めるのに一番効果がある。 
 

2. 研究中の観察とアンケート調査の結果に基づき、「秒で漢字暗

記」の利用した後、以下にメリットとデメリットが分かってい

る。 
「秒で漢字暗記」のメリット 
1) 漢字の各構成要素を分解し、連想して音声化することによ

り、学生の批判的思考を養うことができる。 
2) 部首などの漢字の構成要素に対する学生の理解を深めるこ

とができる。 
3) 覚えやすいリズムのフレーズを作成することにより、学生

の創造力を養うことができる。 
4) リズムのフレーズを唱えることにより、漢字の書き方を指

導し、速さを向上させることができる。 
5) リズムのフレーズを通じて、聴覚で漢字の「形」と「意味」

を記憶することができる。 
「秒で漢字暗記」のデメリット 
1) 実際のクラスに各段階を適用するため、かなり時間がかか

るので、非効率的である。 
2) 漢字の、意味、書き順に比べて、「形」の暗記力の向上に

重点する。 
3) 漢字の各構成要素の解釈により、学生が漢字の画数や書き

順に従わず書く傾向になる。 
4) 学生が漢字自体の読み方よりも、リズムのフレーズの発音

を覚える傾向になる。 
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